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1.試作 RMGICLの調製 :FujiLute(GC社,標準粉液比,P/IF2･0,コントロー ル)
にシランカップリング処理〔γMPTS(KBM 503,信越化学社)〕を施した球状シリカフィ
ラー(粒子径 300-400mm)を添加して調製した.すなわち,粉液比(P/L)-2.0,2.2,2.4



















































われず,高粉液比化が可能 となり,コン トロール と比較 して機械的強さお
よび歯質接着強さなどの物性が向上する.
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
レジン添加型グラスアイオノマーセメント (RMGIC)はフッ素徐放性,歯質接着性および
組織親和性など優れた特長を有しているが,粉液比によって物性ならびに換作性が影響され
やすい材料である.そこで,組成の一部に球状シリカフィラーを用いた合着用セメント
(RMGICL)を新規に調製した.すなわち,球状シリカフィラー添加の影響がRMGICLの被膜
厚さ,相見 硬化時間,機械的強さおよび歯質接着強さにおよす影響について検討して,令
着用セメントの物性改良を試みたものである.その結果,以下の点が明らかになった,
1.被膜厚さ:球状シリカフィラー7.5および10.Owt%添加の系において,P/L=2.6と高
粉液比にもかかわらず,練和開始2.5分後荷重時で20pm以下 (ADA規格 :25pm以下)の被
膜厚さを示し,球状シリカフィラー添加の効果が顕著だった.
2.爾度 :被膜厚さと同様に練和開始2.5分後に,P/L=2.6,球状シリカフィラー7,5およ
び10.0wt%添加の系で,コントロール (FujiLute,P/L=2.0,練和開始1.0分後荷重時)
と同じ欄度を示した.
3.硬化時間 :粉液比の増加に伴い硬化時間は2-2.5分で,球状シリカフィラー 添加量の差
異はみられなかった.
4.機械的強さ:圧縮強さおよび曲げ強さは,球状フィラー添加による影響は統計的に有
意差がみられなかったものの,高粉液比化が可能になったことで,P/L=2.6の場合は,コン
トロール (P/L=2.0)と比較して圧縮強さは12%,曲げ強さは16%向上した.
5.歯質接着性 :エナメル質および象牙質に対する接着強さは,球状フィラー添加の影響
は統計的にみられなかったものの,高粉液比化が可能になったことで,P/L-2.6の場合,コ
ントロール (P/L=2.0)と比較して,エナメル質では14%,象牙質では15%向上した.
6.SEMおよびTEMによる観察 :各像から,不定形のアルミノシリケートガラス粒子間に
球状シリカフィラーが侵入していることを確認した.
これらの知見は,現在の歯科臨床に不可欠となっているRMGICLの物性改良に有用な基礎
研究と位置づけられる.また,実験計画,方法および結果の考察も適切であった.したがっ
て,本申請論文は博士 (歯学)の学位授与に値するものと判断した.
